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＜展示デザイン＞	 図 2-3 を参照（パネル 01-02 を例示）	 

◆	 物語化：	 導入部（パネル 01）では、来館者が自分自身の物語として本展示を閲覧でき

るよう「あなた」の言葉を用い、来館者自身が「１つの受精卵」「１つの集団」「１つの祖

先細胞」へと時間経過に沿って「タテ」に繋がってきたことを示した。それに続く部分（パ

ネル 02-05）では、様々な生きもののゲノムが混じり合い、「あなた」も含む生きものが

「ヨコ」にも繫がってきたことを示した。最後部（パネル 06）では、エピゲノム変化に

よって発現調節がなされ分化した細胞の集まりとして「あなた」が生れ、常在菌のメタゲ

ノム解析によって生れ出た「あなた」がそれらを纏い生きていることを示した。さらに、

最後部で生殖細胞のエピゲノムを扱うことによって「あなた」から「あなたの子」へ繋が

る物語とした。	 

◆	 空間デザイン：	 本展示空間は、構造的には大きく 3 つの部分に分かれる（パネル 01、

パネル 02-05、パネル 06）。それぞれの箇所で物語を展開する一方で、2 つのコーナー部

分（パネル 01 と 02 の間、パネル 05 と 06 の間）を本展示の基点部分としてデザインした。

つまり、それぞれのコーナーに 38 億年前に生まれた「１つの祖先細胞」とあなたになる

「１つの受精卵」の立体オブジェを置いた。	 

展示板は平面的でありグラッフィックだけでは立体感がでない。そこで、複数大小の

強化段ボールを基盤にしてそれらを垂直方向に組み合わせて立体感を出すと同時に、より

注目させたい部分には立体物（例えば、水辺遺伝子伝播を示す半球オブジェ、ゲノム重複

を示す積層シャーレ）を配置した。	 

	 ◆	 キーアイテム：	 ゲノムは巨視的に見ると線状の構造をしている。そこで本展示では、

展示全体にわたって糸と紐をキーアイテムとして用いた。例えば系統関係を示す箇所には

黄色の糸を、真正細菌からの水平遺伝子伝播は青色の糸を用いるなど、カテゴリーに分け

て別色を配した。また、２重螺旋の DNA を模したねじり編みという手法を使い、主要部分

の繫がりと注目部分を効果的に見せた。	 

	 

	 以上の構成によって、来館者がゲノムを通じて様々な生きものとの繫がりを科学的根拠をも

って実感すると同時に、当研究館がこれまで示してきた進化・発生の 2 つの時間を本展示でも

感じてもらえるよう意図した。表現上では、そのゲノムが織りなす生きもの界全体を、糸と紐

を使ってタテ糸とヨコ糸から成る織りものに例えた展示とした。加えて、説明文中に「核ゲノ

ム」「オルガネラゲノム」「ウイルスゲノム」「エピゲノム」「メタゲノム」の言葉を配し、来年

以降に本展示裏側でそれらをより詳しく説明する導入とした。	 

本展示を製作するにあたり、限られた製作予算で上記の展示デザインを実装するために、丈

夫かつ安価な材料（糸や強化段ボール）を選定したことも本展示製作の特徴である。	 




